
 

 

下宿のおばさんは当時とうに７０歳は過ぎていたと思うが、いつも上半分は着

物、下半分は毛布のような物で作った巻きスカート（？）といった不思議な出で

立ちで、当時の私にはそれがお洒落か否かは分からなかったが、遠くから見て自

分の下宿のおばさんとすぐに分かる格好ではあった。近所の八百屋のおばさん曰

く「昔は仙台で芸者さんをしていて大した綺麗な人だった」とのことだが、当時

の私にはただの高齢女性にしか見えなかった。このおばさん結構がめついところ

があり、岩手の実家から電話があると電話の横にカエルだかカバだか見た目よく

分からない貯金箱（１回１０円とか貼ってる）があってそれにお金を入れろとい

う。伊達藩の年寄りはこんなんなのかなぁ、と思いながらいつもお金を入れてい

た。（仙台の人ごめんなさい。しかし時の私はそんなことを考えていたと思う）

一方でこのおばさんは、我が南部藩の歌手（陸前高田市出身千昌夫）が大好き

で、朝の我々の登校時間になって部屋の掃除を始めようという頃になると私にい

つも言うのだった。「髙橋さん、いつものお願い」私は、はいよとばかりに「し

らかば～青空～南風～」と大声でおばさんのお気に入りの歌謡曲を通りからでも

聞こえるよう大声で歌いながら、下宿玄関から自転車を乗り出し表通りの角五郎

丁の坂を下って一日がスタートする。朝が早い私の後輩は既に登校していて、女

子高生はというと私の歌声に毎日同じようにクスクス笑いながら私と同じ坂を赤

い自転車で追いかけて来るのだった。この坂の先は広瀬川の川土手につながって

いて、私はそこから川沿いの小路を自転車で澱橋という橋の下まで行く。そこで

自転車を担ぎ上げて橋の上の道路まで坂を駆け登るのだが、そこまで来ると学校

までは数１００ｍである。何故そんなルートを辿るのかというと、その経路だけ

が近くの宮城一女や尚絅女学院といった大勢の女子生徒の通学と面と向かって会 
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高校入学と姉の結婚を機に、私は仙台市郊外の台原

にあった兄弟５人で住んでいた自宅兼アパートから

高校が近かった旧市街地の角五郎丁という町に移

り、いわゆる下宿生となった。私の高校の隣には仙

台商業、宮城第一女子高（当時はいずれも男女別学

校）があり、山の麓には東北大学のキャンバスが広

がるといういわゆる文教地区である。そこには私と

同じ高校の後輩とやはり近くにあった尚絅女学院と

いうミッション系の高校に通う１学年下の計３人の

学生が各々下宿をしていた。 
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※都合により代理診療並びに休診等変更になる事が

ございます。ご了承の程お願いいたします。 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前診療 

9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 

 

２０２５年４月 
 

 
日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

⑬ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

⑳ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

㉗ ２８ ㉙ ３０ １ 

 

２ ③ 

④ ⑤ ⑥ ７ ８ ９ １０ 

 ○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

わないで学校に行けるからである。いわゆる青春期にありがちな自意識過剰とい

うやつである。 

校庭の横に辿り着くと始業のベルが鳴り始める。私はまっすぐに校庭脇の通りを

走り抜けて、裏校門から入るやいなや自転車をその辺に投げ捨てて廊下の窓から

教室に滑りこむ。時々下校時に自転車が見つからずウロウロ探していたら、校庭

横の木の枝に吊るされていたこともあった。男子校特有の幼稚ないたずらであ

る。廊下脇の席に着いた途端始業のベルが鳴る。英数以外の教科書はいつも机の

中に入っているので問題は無いのだが、１時間目の英語リーダの予習をしていな

いことに気が付いた。（そもそも予習なんてしていないことが多かったのだが）

こんな時に限ってあてられる、という劣等生特有の妙に発達した予感がしたの

で、前の席の友人の単語帳を慌てて写した。少し遅れて先生が入ってきていつも

の授業が始まる。案の定、しばらくすると「バイブルリーディングボーイ髙橋！

スタンドアップ」という英語のＴ先生から声がかかる。私は当時、見栄を張って

新約聖書の見開き英日語並列本を少しずつ読み進めていたのだが、Ｔ先生が昼休

みに私の机の上に置いてあったその本に気付いてしばらく手に取って見ていたこ

とがある。この先生は御夫婦でクリスチャンであったらしく、聖書を読んでいた

私はどうやらいたく気に入られたようで、それ以後なぜか私は“英語で聖書を熱

心に勉強する善き学生”ということになったらしい。以後私は卒業までＴ先生に

は何かにつけて“バイブルリーディングボーイ髙橋”と呼ばれ続けた。一方で当

然のようにＴ先生の評価と通常の英語テストの点数が比例しないことを仲間から

よくからかわれていたところであるが、私は全く気にせず“ひょっとしたら自分

は英語が得意なのではないか”という根拠のない漠然とした自信が沸き上がって

くるのだった（笑）。自意識過剰と勘違いによる根拠の無い自信と若き自我の芽

生えである。                            ［続く］  

 

 

４月 
通常通り診療の予定です 

5月 

５月のゴールデンウィークは・・・ 

５月３日(土)～５月６日(火)まで休診となります 
 

 


